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凡例

地形区分

道路
鉄道

赤色立体地図　アジア航測（株）　※特許3670274号

背景

原典情報

基盤地図情報「数値情報モデル」5ｍメッシュ（標高）、10ｍメッシュ（標高）/
国土地理院

5万分の1土地分類基本調査　地形分類図/国土交通省　国土政策局

国土数値情報「緊急輸送道路」　2013年度/国土交通省　国土政策局
国土地理院「軌道の中心線」/国土地理院

 

 

 

  

図 A-1：にかほ市の地形  

・ にかほ市は、秋田県の南西端に位置

し、南側は山形県との県境に接し、西

側は日本海に面しています。 

・ にかほ市の南側には活火山である鳥

海山がそびえ、鳥海山の北西麓がに

かほ市の市域に入ります。 

・ 鳥海山の北麓には大きな馬蹄形の崩

壊跡（東鳥海馬蹄形カルデラ）があり、

これは約 2500 年前（紀元前 466 年）に

起こった象潟岩屑なだれの崩壊源で

す。 

・ 仁賀保駅から象潟駅の東側にかけて

は、象潟岩屑なだれ堆積物が堆積して

いて、流れ山（ながれやま）と呼ばれる

小山状の地形が多数分布しています。 

・ にかほ市の西側は南北に沖積平野が

延び、海岸沿いには砂丘が発達してい

ます。 

・ にかほ市の北東側は標高約 500ｍの

丘陵地帯である仁賀保高原が広がっ

ています。仁賀保高原には、牧場やキ

ャンプ場などレジャー施設があるほか、

自然の風を生かした風力発電の風車

が立ち並んでいます。 

・ 鳥海山北麓に降った雨は、鳥海山の

溶岩の中に浸透し、北麓の溶岩の下

流側で、獅子ヶ鼻湿原、元滝伏流水と

して姿を現します。 

・ 鳥海山西麓では、溶岩に浸透した降水

は小砂川海岸や釜磯（遊佐町）などで

海岸湧水として湧出しています。また、

海底湧水も分布し、岩ガキ等豊富な海

産物の生育環境を形成していると言わ

れています。 

「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R2JHs132」 

△注意！必読のこと！！ 本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用にあたっては、地元の地形・地質や地下水等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにして下さい。 
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